
１．事業の目的

４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １月 ２ ３業務項目

２．目的達成の為の具体的な業務項目

３．業務項目毎の概略日程（２で挙げた業務項目の実施スケジュール）
：計画

４連携部会名または連携する外部組織名

５．予算計画

作成日：２０１８年３月２８日

部会長 業務名

：実績

様式２ 年間事業計画並びに予算計画表

部会名 メンバー普及啓発部会 風見桂三
宮代、布井、坂井、木戸
岩田、細井、（市村ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

重点地域での普及啓発

① 【連携団体への啓発】ｾﾐﾅｰとﾂｰﾙ提供（生協、温暖化防止等）
② 【都知事】 発信力のインパクトが高い都知事へのアプローチ。
③ 【新聞連載企画】 改修の経験談、SWH調査結果（近畿版、九
州版）、健康・省エネ住宅に首長が住む/改修する過程等を素材
に、地方紙/全国紙健康面での連載を働きかける。

④ SWH申請補助 説明および資料作成

SWH事業を核に、各省の「健康」、「省エネ」に関する政策をつない
だ啓発活動を国、自治体、生協等に提案、環境省のCool Choiceと
も連動させ、SWHの成功モデルを地域を重点化して作りあげる。

①補助
交通費、シンポジウムは、国からの確保次第）
※H30年度 約2千万

② ０円
③ 旅費等10万
④ 業務委託費 100万円

重点協議会との連携のための事務局
（人件費の一部をSWH啓発事業で申請）

①ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等

②セミナー等拡散連携

③新聞連載企画
●

改修過程記事
●

改修後の記事
物件交渉・新聞社交渉



１．事業の目的

４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １月 ２ ３
業務項目

２．目的達成の為の具体的な業務項目

３．業務項目毎の概略日程（２で挙げた業務項目の実施スケジュール） ：計画

４．連携部会名または連携する外部組織名

５．予算計画

作成日：２０１８年 ３月２８日

部会長 業務名

：実績

様式２ 年間事業計画並びに予算計画表

部会名 メンバー普及啓発部会 風見桂三
宮代、布井、坂井、小山、木戸
岩田、細井、（市村ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

① 【Think Health Think Home】 動画にしてホームページ上にアップ。
② 【Cool Choice】 国民会議がCool Choiceに賛同。協議会、工務店にも

参加を促し、環境省の改修PRツールの活用を図る。ホームページでの
会員のモデルハウス、見学会案内

③ 【啓発ツールの拡散強化】会費納入時に啓発ツールを会員に配布。

SWHという考え方、および国民会議の認知を広げる

① 5分アニメ 製作５０万円
② ０円
③ 「医師と考える」 23円×50冊×400社

＋送料48万円＝94万円

●

人材育成部会 各地でのセミナー

① Think Health Think Home

③啓発ツール拡散

② CoolChoice

一般啓発活動

賛同会員へのコンテンツ案内

●

モデル・改修物件の誘導



４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １月 ２ ３業務項目

２．目的達成の為の具体的な業務項目

３．業務項目毎の概略日程（２で挙げた業務項目の実施スケジュール） ：計画

４．連携部会名または連携する外部組織名

５．予算計画

作成日：２０１８年 ４月２３日

部会長 業務名

：実績

様式２9年間事業計画並びに予算計画表

部会名 メンバー調査研究部会 栗原潤一
布井（副部会長）、秋山、風見、
門田、細井

①健康・省エネ住宅普及のための、発信情報作成及び調査研究
②国民会議地域型推奨仕様案策定等

①普及・啓発部会
②人材育成部会
③スマートウェルネス住宅研究開発委員会（JSBC）

①SWH調査結果（中間報告含む）のわかりやすい解説作成（門田、秋山、風見、布井、栗原 ）
②高断熱化による室温ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ+解説作成（風見、布井、栗原、秋山、門田）
③断熱改修費回収期間の解説作成・公開（布井、栗原、風見）
④地域対応の設備仕様及び選択法、住まい方解説作成（栗原、布井、秋山、風見、門田）
⑤上記解説ツールの使用方法マニュアル作成（細井、布井、栗原、秋山、風見、門田）
⑥住宅の健康省エネに係る、IoT関連情報の調査（栗原、布井、秋山、風見、門田）

①調査結果まとめ ： 30万円
②ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解説作成 ： 20万円
③断熱改修費回収解説作成 ： 10万円
④設備仕様、住まい方まとめ ： 30万円
⑤解説ﾂｰﾙ使用法ﾏﾆｭｱﾙ作成 ： 40万円
⑥調査報告 ： 20万円

150万円

①調査結果解説作成
②ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解説作成

③断熱改修費回収期間解説作成
④設備仕様住まい方解説作成

⑤解説ﾂｰﾙ使用ﾏﾆｭｱﾙ作成
⑥IoT関連情報の調査
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１．事業の目的

４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １月 ２ ３業務項目

２．目的達成の為の具体的な業務項目

３．業務項目毎の概略日程（２で挙げた業務項目の実施スケジュール） ：計画

５．予算計画

作成日：２０１８年 ３月２８日

部会長 業務名

：実績

様式２ 年間事業計画並びに予算計画表

部会名 メンバー人材育成部会 白瀬哲夫 布井（副部会長）

４．連携部会名または連携する外部組織名

スマートウエルネス住宅の考え方を各地域にて普及・啓蒙していくためには、地域協議会が主体
となった広報活動が肝要である。この一環として、地域協議会が定期的に開催する自主セミナー
等の広報活動費用の一部を補助し、その活動の促進を図る

・補助対象項目：会場費、講師謝金＋交通費、広告宣伝費、諸経費

・会場費：２０，０００円を限度とし、これを超える部分については協議会にて負担

・講師謝金：国民会議認定講師は３０，０００円、その他は２０，０００円を限度とし、これを超える

部分については協議会にて負担

・講師の交通費：４０，０００円を限度とし、実費支給

・広告宣伝費：５万円を限度とし、これを超える部分については協議会にて負担

・１協議会、１年当たり３０万円を限度として補助する。

・１０協議会分の合計予算額３００万円

・普及・啓発部会との連携

制度設計

各地域協議会への通知

運用開始

効果の検証
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